
主 日 礼 拝 週 報 
 

２０２４．１１．０３                          司 会：   申 鉉 錫 牧 師 

午前１１：００                  説 教：    申 鉉 錫 牧 師 

黙 祷           奏 楽              中村幸執事 

☆讃 美                                  ９                                     一 同 

☆信仰告白         使徒信条                  〃  

☆交 読                             ３０                                    〃  

☆讃 美                            １０２                                   〃  

 祈 祷                                                 司会者 

聖 書                 Ⅱテモテ 4：1～5                               〃  

 讃   美           ３２７                   聖歌隊 

説 教                              パウロ使徒の遺言            申鉉錫牧師 

聖餐式                                                                   一 同 

☆讃 美                           ４１１                                                  〃  

献 金                                           〃  

報 告                                                            司会者 

☆頌 栄                          ２                                     一 同 

☆祝 祷                     申鉉錫牧師 

☆黙 祷         後 奏           中村幸執事 

 閉 会                         一 同 

☆は一同起立  

●２０２４年１１月当番 

 

 

お 知 ら せ  

１． ロシアとウクライナの戦争が終わるように 祈りましょう。 

２． イスラエルとハマスの戦争が終わるように 祈りましょう。 

３． 日本原水爆被害者団体協議会にノーベル平和賞 受賞を 祝す。 

４． 申牧師の息子、娘たち三人が、父のお見舞いにアメリカから来ら

れました。 

牧 師 所 感 ：         教え子の決意を回想する  

筆者は 1989 年より 2003 年まで、東京の 町田に所在する 桜美林大学で 非常勤講師 

として 学生を教えた。桜美林大学を定年で退くと共に、在日大韓基督教職をも退職、

また 東京中央神学校の教授退職と、人生の終りが来たかと思えた。 

ところが 主なる 神様は 筆者を哀れみ、千葉県の八街市に教会堂を建立して、二十

数年間を 牧会する お恵みを下された。この二十数年間、日本の牧会者に支えられて、

余生を有意義に送ることが出来たことを 感謝している。 

だが今は 齢を取って 死期が 近付くことになり（91 才）、身の回りを整理すること

となった。ところが意外ではあるが、桜美林大学で教えた教え子の感想文を読むこと

になった。 

筆者が 牧師であり、韓国人であるので、日韓友好の為の講義を幾度することになっ

た。その時 筆者の講義を聞いた学生が クリスチャンもいて、日韓和解に関心を持って

いたと知る。はからずも、その昔（その時）の感想文を 読むことになったので、その

時の 感想文をここに掲載してその 学生を 祝福する 所存である。 

テコエ 明子 姉 案 内 献 金        廣井 琴子 勧師 

 

・      ・   ・ 


